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湖西市バス運行評価改善委員会 一次評価書 (湖西市地域公共交通網形成計画及び路線別の評価) 

定量的な評価基準については、形成計画 P106 を参考に１便当たりの乗車人数を参考に総合的に判断した。特にコーちゃんバスの路線については路線毎に一定の基

準(１便当たりの最低乗車人数＝２人)を設けより詳細に効果的な運行、再編を目指していく。 

※自己評価の三段階評価  

A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

※妥当性欄の書き方：「○」一次評価のとおり、「△」加筆・修正が必要、「×」一次評価とは異なる、「―」判断がつかない 

事業名 事業内容 自己評価(効果達成状況) 妥当性 コメント、意見 

公共交

通軸 

①東海道本線 

・現行サービス水準での運行【継続】(H29～H33 実施) 
‐ 

サービス水準を維持して運行

を継続している。 

  

②天竜浜名湖線 

・現行サービス水準での運行【継続】(H29～H33 実施) 
‐ 

サービス水準を維持して運行

を継続している。 

  

③浜名線 

・現行サービス水準での運行【継続】(H29～H33 実施) Ｂ 

サービス水準を維持して運行

を継続している。（詳細はＰ9

へ） 

  

④県境を越える新設路線 

・新設路線の検討 (H29～H33 検討)P1 
B 

近隣市町との情報交換を実施

した。 

  

拠点内

巡回・

拠点ア

クセス 

①コーちゃんバス 

・現行サービス水準での運行【継続】 

(H29～H31.9 実施)P1～P14 

B 

サービス水準を維持して運行

を継続している。 

（各路線は P6へ） 

  

・路線の再編 

 (H29～H31.9 検討)(H31.10～実施)P15 B 

現在検討中であり、12月の公

共交通会議にて編成案の協議

を予定している。 

  

・運賃体系の見直し 

 (H29～H31.9 検討)(H31.10～実施)P15 B 

現在検討中であり、12月の公

共交通会議にて見直し案の協

議を予定している。 
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②自主運行バス浜名線 

・現行サービス水準での運行【継続】 

 (H29 実施、H30～H31 検討)P15 

B 

コーちゃんバスへ編入し、サ

ービス水準を維持して運行を

継続している。 

  

・路線の再編 

(H29～H31.9 検討)(H31.10～実施)P15 
B 

コーちゃんバスへ編入した。   

・運賃体系の見直し 

 (H29 検討)(H30～実施)P15 
B 

コーちゃんバスへ編入し、ゾ

ーン制とした。 

  

地域フ

ィーダ

ー 

①導入検討路線 

・導入に向けた検討(H29～H31.9 検討)P16 A 

白須賀地区に続き、R1 年 11

月から知波田地区でも導入す

る。 

  

・実証実験 (H29.12～H30.9 実施)P16 A R1 年 11 月から開始する。   

・本格運行(地域との合意を得る) 

(H29.9～H33 検討)P16 
B 

実証実験と併せて本格運行に

向けた検討を行う。 

  

タクシ

ー 

①タクシー 

・公共交通としての機能・役割に応じた適正なサービス

の提供 （H29～H33 実施）P17 

B 

サービス水準を維持して運行

を継続している。 

  

乗継環

境の整

備 

①乗継拠点や主要なバス停の乗継環境整備 

・拠点駅や主要なバス停での乗継利便性の向上 

 (H29 検討)(H30～H33 実施)P17 

B 

車内において乗継案内チラシ

を作成し情報提供している。 

  

公共交

通に関

するわ

かりや

すい情

①公共交通利用に係る積極的な情報提供 

・バス停(コーちゃんバス)の案内表示の多言語化の実施) 

(H29 検討)(H30～H33 実施)P17 

B 

バス停修繕や更新時に合わせ

て追加している。 

  

・公共交通マップの企画・作成・見直し 

 (H29～H33 実施)P18 
A 

R10 月ダイヤ改正に合わせて

更新した。 
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報を提

供する

事業 

・バス利用啓発ポスターの企画・作成・見直し 

 (H29～H33 実施)P19 
A 

事業に合わせてポスターを自

作した。 

  

②分かりやすい運行情報・乗継情報の提供 

・公共交通マップへのわかりやすい乗継情報の掲載等 

 (H29～H33 実施)P19 

B 

R10 月ダイヤ改正に合わせて

更新した。 

  

・拠点駅におけるバス乗り場の案内表示の設置 

 (H29 検討)(H30～H33 実施)P20 B 

H30 年度において、拠点駅の

整備事業に合わせて設置し

た。 

  

・主要施設や主要バス停でのバスロケーションシステム

の検討 

 (H29～H31 検討)(H32～H33 実施)P20 

B 

導入に対しての費用対効果に

ついて、検討中である。 

  

公共交

通の利

用を誘

導する

事業 

①公共交通の割引運賃の導入 

・バスの一日乗放題券等の企画乗車券の導入 

 (H29～H33 実施)P20 

B 

コーちゃんバスの片道定期券

を H30 年 2 月から導入・販売

している。 

  

・天竜浜名湖線の小学校入学祝い記念乗車券、敬老記念

乗車券の発行【継続】 

(H29～H33 実施)P21 

C 

事業予算削減により、事業を

行わなかった。 

  

②モビリティマネジメントの実施 

・小学生や高齢者を対象とした乗り方教室の開催【継続】 

 (H29～H33 実施)P21 

A 

小学生を対象として総合学習

の機会に乗り方教室を開催し

た。 

  

・公共交通利用促進のための動機付け資料の作成 

 (H29～H33 実施)P21 
B 

H29 年度において、動機付け

資料を作成した。 

  

・特定地域におけるモビリティマネジメントの実施 

 (H29～H33 実施)P21 

 

 

B 

H29 年度において、入出新所

地区にて H30 年 1 月に実施し

た。 
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③免許返納者の優遇 

・免許返納者への優遇措置の導入 

 (H29～H33 実施)P22 
A 

H29 年４月から運転免許証自

主返納等をした市民を対象に

２年間のバス無料乗車券を交

付している。 

  

④観光振興のための公共交通利用促進策の実施 

・観光モデルルートの設定や市内バスツアーの実施 

 (H29～H31 検討)(H32～実施)P22 

B 

H32 年度の実施に向けて検討

を行う。 

 

  

バスへ

の愛着

（マイ

バス意

識）を

高める

事業 

①関係機関と連携した取り組み 

・市内商業施設と連携したバス到着アナウンスの実施 

 (H29～H32.9 検討)(H32.10～実施)P22 

B 

R2年度の実施に向けて検討を

行う。 

  

・バス停オーナー制度の継続実施【継続】P22 
B 

オーナー数の増減はなく、継

続して実施している。 

  

②地域や企業、学校と連携した取り組み 

・バス停周辺における環境整備、清掃、緑化など 

(H29～H33 実施)P23 

A 

地元自治会と協力し、バス停

休憩所の除草作業を行った。 

  

・夏休み小学生 50円バスの継続実施【継続】P23 

・中学校卒業予定者を対象とした利用啓発活動の継続実

施等  (H29～H33 実施)P24 

A 

豊橋市と連携し、夏休み小生

50 円バスを実施した。（利用

者増） 

  

③交通事業者と連携した取り組み 

・バスの日イベントでの啓発活動の実施 等 

 (H29～H33 実施)P24 

B 

交通事業者と協力して公共交

通に関する利用啓発を実施し

た。 

  

④コーちゃんバスを上手に利用する会の取り組み 

・コーちゃんバスイメージアップの推進、企画乗車券の

企画 等 

(H29～H33 実施)P24 

A 

利用者としての立場からのご

意見をいただく貴重な場とな

っている。また、観光モデル

ルートの設定や市内バスツア

ーの検討にもご協力をいただ
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いている。 

多様な

主体に

よる取

り組み 

・湖西市地域公共交通会議の継続的開催【継続】P24 B 継続実施   

・湖西市バス運行評価改善委員会の継続的開催【継続】 

P24 
B 

継続実施   

・コーちゃんバスを上手に利用する会の立ち上げ・継続

的開催 P24 B 

平成 29 年に立ち上げ、今年度

は２回開催、継続開催する予

定。 
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コーちゃんバス一次評価書(コーちゃんバスや、各路線別の評価） 

１．路線別評価 

路線名 一次評価（市自己評価） 
 評価委員記入欄 

 妥当性 コメント 

白須賀 

新居 

鷲津線 

P6、P32

～P34 

評価できる

点 

・小学生の通学利用者が減少したため、それ以外の便は利用者の

維持ができている。 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 

B 

 

 

改善が必要

な点 

冗長な路線のため便数が少なく、乗車時間も長い。また、白須賀

地区において、デマンド型乗合タクシーが運行しており、運行エ

リアが重複している。地域住民の移動ニーズや実態を把握し、そ

れらに合った路線改善を検討する必要がある。（現在検討中） 

・老人福祉センターバス停について、閉館時間にバス停を通過す

る便が存在するため、乗降者を再度確認し路線の縮小を検討する

必要がある。 

 

 

 

白須賀 

鷲津線 

P7、P34

～P38 

評価できる

点 

・運行ルート上にある地域から鷲津地区への移動に利用されてお

り、利用者は昨年度と比較して増加している。 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 B 

 

 

 

改善が必要

な点 

・白須賀地域において、デマンド型乗合タクシーが運行しており、

コーちゃんバスと運行エリアが重複している。地域住民の移動ニ

ーズや実態を把握し、それらに合った路線改善を検討する必要が

ある。（現在検討中） 
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路線名 一次評価（市自己評価） 
評価委員記入欄 

妥当性 コメント 

白須賀 

岡崎線 

P8、P38

～P41 

評価できる

点 

・新所原駅から笠子公会堂周辺企業への通勤、笠子地区から白須

賀小学校への通学、白須賀地区から新所原駅、浜名病院への移動

に利用されており、利用者は昨年度と同程度。 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 
B 

 

 

 

改善が必要

な点 

・白須賀地域において、デマンド型乗合タクシーが運行しており、

コーちゃんバスと運行エリアが重複している。地域住民の移動ニ

ーズや実態を把握し、それらに合った路線改善を検討する必要が

ある。（現在検討中） 

 

 

岡崎 

循環線 

P9、P42

～P43 

評価できる

点 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 

B 

 

 

 

改善が必要

な点 

・昨年度と比較して利用者は増加しているが、他路線と比較して

利用者の低調が目立つ。 

・岡崎鷲津線、白須賀岡崎線と運行ルートが重複する路線と合わ

せて路線改善を検討する必要がある。（現在検討中。） 

 

 

岡崎 

鷲津線 

P10、P44

～P48 

評価できる

点 

・運行ルート上にある地域から鷲津地区及び岡崎地区への移動に

利用されており、利用者は昨年度と比較して増加している。 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 

B 

 

 

改善が必要

な点 

・岡崎鷲津線、白須賀岡崎線と運行ルートが重複する路線と合わ

せて路線改善を検討する必要がある。（現在検討中。） 
 

 

 

※妥当性欄の書き方：「○」一次評価のとおり、「△」加筆・修正が必要、「×」一次評価とは異なる、「―」判断がつかない、「追」追加 
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※妥当性欄の書き方：「○」一次評価のとおり、「△」加筆・修正が必要、「×」一次評価とは異なる、「―」判断がつかない、「追」追加 

  

路線名 一次評価（市自己評価） 
評価委員記入欄 

妥当性 コメント 

知波田 

鷲津線 

P11 、

P48 ～

P51 

評価できる

点 

・知波田地区の小学生の通学、入出地区から鷲津地区への移動に

利用されており、利用者も昨年度と比較して増加している。 

・運転手の休憩時間の確保によるより安全性の向上及びより効率

的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダイヤ改

正を令和元年 10 月から実施した。 

B 

 

 

 

改善が必要

な点 

・11 月から知波田地区でデマンド型乗合タクシー（実証実験）

が開始されるため、運航エリアが重複する。地域住民の移動ニー

ズや実態を把握し、それらに合った路線改善を検討する必要があ

る。（現在検討中） 

・効率的な運行を目指し、サービス水準を限りなく維持しながら

入出新所鷲津線との統合の買う費を検討する。（現在検討中。） 

 

 

 

鷲津循

環線 

P12 ～

P13 、

P52 ～

P56 

評価できる

点 

・効率的な運行を目的として、可能な限り利便性を落とさないダ

イヤ改正を令和元年 10月から実施した。 

B 

 
 

 

改善が必要

な点 

・鷲津循環線全体を見れば利用者は昨年度と比較して増加してい

るが、西回り、東回りの夕方の便は低調である。 

・一方通行のルートであり、逆周りがないため、長時間乗車する

ケースが見受けられる。 

 

 

 

入出新

所鷲津

線 

P14 、

P56 ～

P60 

評価できる

点 

・入出新所地区から鷲津駅への移動、鷲津駅から浜名湖電装への

通勤に利用されており、夕方の便も高い利用者数を維持してい

る。 
B 

 

 

改善が必要

な点 

・効率的な運行を目指し、サービス水準を限りなく維持しながら

知波田鷲津線との統合の可否を検討する。（現在検討中。）  
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遠州鉄道路線バス一次評価書（遠州鉄道自己評価） 

１．遠鉄鉄道路線バス「浜名線(湖西市系統)」(路線の評価)について 

一次評価（自己評価） 
評価委員記入欄 

妥当性 コメント 

評 価 で

きる点 

 

・新居小学校の登下校便として、継続して利用されている。 

（令和元年６月実績・・・1日約 25 名が利用。） 

Ｂ 

 

 

改 善 が

必 要 な

点 

・深刻化する人員不足の問題への対応。 

 （乗務員採用強化＆定着率向上、間接部門の省略化）  

 

２．運営・運行主体(利用促進など)に対する評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※妥当性欄の書き方：「○」一次評価のとおり、「△」加筆・修正が必要、「×」一次評価とは異なる、「―」判断がつかない、「追」追加 

路線名 一次評価（自己評価） 
評価委員記入欄 

妥当性 コメント 

利用促進

に対する

評価 

評価できる

点 

・平成 30 年 7 月より、継続定期券のネット予約サービス（クレジット決済）

を開始し、顧客の利便性向上に努めた。 

 （令和元年 9 月 10 日現在でネット予約による継続定期券の発券枚数は

12,823 枚※継続定期券の約 20％がネット予約で購入） 

・バスの日イベントを実施した際にバス利用を啓発するためのチラシを協力

して配付し、利用を呼びかけ、市内の公共交通事業者としての連携を高めた。 

・市コミュニティバスとの乗り継ぎに配慮した。 

・湖西市の福祉部門が実施している、高齢者バス券の利用に協力している。 

・遠鉄トラベル湖西店で乗車券販売を行っている。 

 （ナイスパス、定期券など） 

B 

 

 

改善が必要

な点 

－ 
 

 


